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尾岱沼原野の野鳥
昭和52年春～夏の生息記録

浦　二　郎

1．はじめに
、、尾岱沼原野“という呼称はふつう使われておりませ

ん。尾岱沼といえば、冬のオオハクチョウ、夏は野付半

島のアカアシシギという具合で、鳥仲間では水鳥観察地

のイメージが大きいでしょうし、また地元の人でも単に

、、原野、、とは言っても、、尾岱沼原野、、という言い方はし

ておりません。しかし、あえて私は、私の観察フィール

ドに、、尾岱沼原野、、なる新称をつけました。なぜなら、

概要図に見るとおり、海岸から31皿の内陸部への原野で

の毎朝の観察で、水鳥らしきものを見たのは渡りの途中

の上空通過群の2～3種しか観察できない－W一八一つまり、

水鳥の尾岱沼というイメージとは全くかけはなれた原野

の鳥だけの生息フィールドだからです。

私が尾岱沼の野付中学校に勤務するように

なってから3年目です。初年度は尾岱沼全般

の野鳥生息状況の概要を把握するということ

で、特にフィールドをきめての集中観察をや

りませんでした。昨年はこの尾岱沼原野で春

～夏の観察を継続しました。今年と同じにロ

ードセンサス法で記録もとり、たしかにすぐ

れたフィールドであることを認識したのです

が、概要図にある2km地点までの観察で止ま

っておりました。2km地点の先の牧草畑を過

ぎて保安林まで行けばもっと面白いだろうな

と思いつげっ、そこまで足をのばす時間的余裕

が、いろいろな事情もからんでついつい出来

かねておりました。今年は3月1日からほと

んど欠かさず3hl地点までのセンサスを実行

して、そろそろどの鳥も巣立ち、群形成の時

期に近づきました。その記録を中間的にまと

めて報告する次第です。

2．観察の方法

毎朝5時に自宅を出発して、3hlまで1時

間半をかけてセンサスし、折り返しての帰路

は約30分、往路で出現しなかった種だけ婦道

的に記録に加えて、7時に帰宅、朝食をとって学校に出

勤するという日課です。ただし、強風や、雨雪の日は休

みます。そういう日は野鳥達は黙りこくって姿をひそめ　て

ているので、記録にムラが出来るからです。また出張等

で用務のある日は当然欠潮になりますから、平均して10

日に5～6日の観察になります。

観察幅は道の両サイド25mと心掛けていますが、必ず

しも厳密ではなく種類によっては若干幅を広めて記録に

入れました。

3．記録の整理

表に示した数字は、種類毎に旬間の観察数をトータル

観察フィールド概要図（道道尾岱沼一中春別線）
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して、観察日数で単純平均したものです。出現頻度とか

優占度とかに数値をかえないナマの数字です。それなり

にどれ程の生息密度であるかを見て頂けると思います。

とにかくアオジの最盛期、カッコウも渡ってきた6月初

旬頃はひと朝250羽ほどをカウントさせられるのですか

ら、それなりに見落としもあり、実数は300を優に超す

生息数だろうと推定されます。

この観察期間を通して、各種類毎のテリトリー形成数

を、種類毎のテリトリー占有行動を観察して、その数を

推定してみました。もちろん巣さがしをやったわけでな

いのであくまでも推定数でしかありません。

初認日は、このフィールドに限っての初認記録で、や

や離れた地点のものはメジロだけです。メジロが尾岱沼

に出現したのほ恐らく初めて（別当賀川口観測センタ

ー、昭和49年9月14～30日の記録のみ）ですので、あえ

て記録に加えたものです。

例えば、このフィールドからわずか10血はど離れた中

春別あたりでは、キジバトにしてもカッコウにしてもこ

こでの記録より3～5日も早く初認されております。た

だ海岸沿いにかかる海霧に阻まれて、来れないでいるの

か既に来ていてもやぶにひそんで姿を見せないでいると

いうこともあるようです。

総じて、このフィールドの生息密度は他地域と比較し

てかなり高いと思って紹介したのですが、如何なもので

しょうか。（6ページ参照）

（野付郡別海町尾岱沼潮見町203　野付中学校公宅）

52年春～夏尾岱沼原野鳥類リスト　　　（6蠣）

種　　　　　名 偸ｸ��[ﾘ��ｼ���4ｨ��4X��98��6x���H�������,ﾘｴ�,因�ｹ�H/�麌+x�｢�劔劔劔�9�9�B����I.��｢�備　　　　考 ����;i���?｢�3　日 剴H��?｢��5　月 剴h��ﾈ���7　月 

上 �(b�下 ��2�中 �｢�上 �(b�下 ��2�中 �｢�上 ��

ウ　　　　　　　　　ウ �� ��� �� �� �� �� �� ��∴噂釆群通過 ��

ヒシクイ オオハクチョウ マ　ガ　モ �� �� ��1 �� �� �� �� ��度去群通過 ��

46 鉄R� �� �� �� �� 侏H�8ﾅ�,ｨ暈�

十 ��ｲ� �� �� �� 

ト　　　ビ チゴハヤブサ �� ��ｲ�十 偖ﾂ�1 ��� 偖ﾂ� ��＋ ��� �� ��

＋ ��ｲ� �� �� �� �� 

タ　ン　チ　ョ　ウ �� ��＋ �� �� �� �� �� ��L虫川上流地点 �8�C#��

オ　オ　ジ　シ　ギ �� �� ��7 湯�9 ����9 迭�6 ��� 湯� 滴�C#��

キ　ジ　バト ア　オ　バト �� �� ��2 �2�1 ���2 釘�3 迭� �2� 滴�C#��h�Cr�

＋ �� �� �� 

カ　　ッ　　コ　　ウ �� �� �� �� 迭�10 迭�7 唐� ��嶋�ｸ�｢� 店�C#b�X�C�2�

1 釘�4 �"�5 迭� ��滴��｢� 

＋ ��1 ��ｲ�　　　（ �� 塗�CB�

アリスイ ヤマゲラ アカゲラ オオ7カケ√ラ コアカケ～ラ コゲラ �� �� �� �2�4 迭�2 �2�1 ���兼 釘� 滴�C#"�

1 ���1 ��� �� �� �� ��

＋ ���2 �"�2 釘�2 �"�4 �"�2 �"�2 豫��4 ��

＋ ��ｲ�十 偖ﾂ� ���1 ��ｲ�1 �� 偖ﾂ� ��1 ��

＋ ��� ��1 ��1 ��ｲ� �� ��察 �� 

＋ ��ｲ�＋ ��ｲ�＋ ��十 ��ｲ�＋ ��� �� ��� 

ヒ　　　バ　　　リ �� �2�8 ��2�9 迭�6 澱�4 迭�3 偖ﾂ�　　　　） 唐� �8�C#��

ショウドゥツバメ �� �� �� �� ��1 ��＋ ��ｲ� ��匡l道脇にコロニー 塗�CR�

ハクセキレイ ピンズイ タヒバリ �� ���2　こ　5 �5 �2�5 澱�3 �2�2 �"� �2� �8�C#b�X�C�2�

2 釘�4 釘�4 釘� 迭� 

3 �2� �� �� �� ��濾去途中 

モ　　　　　　　　ズ �� �� ��ｲ�十 �� 偖ﾂ�＋ ��＋ �� ��� 滴�C���

ミ　ソ　サ　ザ　イ �� 凵{ ��ｲ� �� ��＋ �� �� ����� ��

ノ　コヾ　マ ノ　ピ　タ　キ �� �� �� �� 迭�13 ����6 �2� ��B� 店�C#R�H�C�r�H�C#r�

1 迭�4 釘�4 �2�2 澱�9 ��4 ��

＋ ��ｲ�＋ ��＋ �� �� �� 
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種　　　　名 偸ｸ��[ﾘ��ｼ�ｨ耳��4ｨ��4X耳v��H�H6x���H�����ｸ,ﾘｴ�,因�ｹ�H/�麌+x�｢�劔劔劔�9�9�B����I.��｢�備　　　　考 傀�������9I�8���?｢�3　月 剴H��ﾈ���5　月 剴h��ﾈ���7　日 
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1 ��ｲ�1 ��ｲ�＋ �� �� �� �� �� 

＋ �"�2 �"�1 ���1 ���〈 �"� 

2 唐�11 迭�未 唐� 

＋ ���2 迭� 釘� 

4 迭�10 �"� ��"� 

＋ ��"�22 �#��15 豫��24 ��

1 �2�3 �2�4 釘�2 ��4 ��

9 ��b�14 ����b�17 ��2� �#��� 

＋ �2� �"�2 倅��3 ��

十 ���2 偖ﾂ� ��������｢�1十 ��

エ　　　ナ　　　ガ ���1 ���2 ��ｲ�1 ��1 ���1 ��3 �� �"� ��

ハシプトガラ コガラ ヒガラ シジュウカラ �"�3 澱�4 迭�6 釘�2 澱�4 澱�4 釘� 迭� ��

1 �"�2 �"�2 �� �� �� �� �� 

1 ���＋ ���1 ���1 偖ﾂ� ��� ��1＋ ��

2 �"�4 �"�4 �"�3 �"�2 ���1 釘�2 ��4 ��

1 釘�3 �2�4 迭�3 �"�1 ��1 �� 澱� ��

キ　　バ　　シ　リ �� ���＋ ���＋ �� �� �� �� �� ��

メ　　　　ジ　　　ロ �� �� �� �� ��� �� �� ��野付小学校校庭 店�C#R�

カシラグカ アオジ オオジュリン �� �� ��2 ���� �� �� ��涯去群 店�C3��H�C#"�H�C���

＋ �2�5 �2�4 ��4 ��

6 �3��31 鼎"�31 �#��11 ���� �#x�ｲ� 

＋ ��ｲ� �� �� � �� ��ｨ,ﾈ-ﾒ�

カワラヒワ ／ヾ二マンコ ウ　ソ シ　メ �� ��1 �2�9 澱�7 途�13 釘�5 澱� 迭� 滴�CB�H�CB�

1 湯�15 唐�7 途�11 途�8 途� 途� 

＋ �� �� �� �� ��

＋ �� �� �� 

二ュウナイスズメ ス　ズ　メ �� �� �� ���12 湯�6 �2�5 迭� ����ｲ� 店�C��

18 ��B�16 ��x�c�r��#"�14 ��b�13 ��2�16 ��b�19 ��10＋ ��

コムクドリ ムクドリ �� �� � ��2 湯�8 ��2�9 �#"� 店�ｲ� 店�C�2�8�C#b�

5 度�sR�迭�4 �2�4 釘�1 迭� ��2＋ ��

カ　ケ　ス ハシブトガラス �"�1 �"�2 ��ｲ�1 偖ﾂ� �� �� �� �� ��

16 迭�7 釘�8 唐�6 澱�6 迭�6 迭�4 ��4 ��

3 ��2�13 ��B�13 ����9 ����6 途�7 迭�12 ��3 ��

■■－－■1■■■－－■＝■－t■■t■■■－－Hl－－■■■■－－■tt■－－■■■■－－ロ凸■■■tR　【　dl■■－－■■■1－－■■■■－－l■■■－－■■■■－－■■tt－－■■■■－－■■■■－l■l－1■■tl■■－■▲■■■■■－▲■■■－■亡

正直なところ、タシギとオオジシギの識別にはまる　／リーム色の縦縞と一、二度つぶやいた声とからタシi

…‖…・＝日日l日日日日・日日日日日日＝1日・l・‖・一日・t・・日用…日日日日日日l　ギと呼ばせてもらった。30　吉

羽程のオグロシギの群に、！

タ　シ　ギ　　たった一羽だけ湿って、採竜
餌したり水浴びをしたり、l

休んだりしていた。昨年初！

小　山　政　弘　　秋、ウトナイ沼でのことで≡

■日日日日■…‖l■…■…‖・・・‖…日日仙日日＝…＝…t・　ある。　　　　　　　　　】

で自信がない。スコットラ　l・日日日日日日日日日日

ンド人に「英国人か」と訊　　●

′　‾≡…

ら、「あなたはオオジシギ　　　　●

か、それともタシギか？」　日日‖1・1…・l……

lと訊ねたい。それができなかったから、背にあるクノ　　　　（恵庭市福住492　教員アパート2号棟）

■■■－■l■■■■■■－－■■■■－】ll－■■■1－■－＝■－－l■■■■－－■■1■－■■■■■▲■llllll■－■■■■－．llll■■■■llllll■■－11■■■l■－■■■■】llllll■■l■■■l■－－11■¶－－■tt■■lll■l■l●H■■●t－－■■■■lllll■l■■l■■■■－■■■■■■■■■p
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野　村　梧　郎
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◇御　用　納

年末だが、幸いなことに列車は混んでいなかった。冬

なのにコウノトリの箱はかなり臭う。関係のない人には

とてもでないが我慢の出来るものではない。時々もそも

そと動くコウノトリを見ながら、この大荷物を持ち込ま

せてくれた国鉄に心から感謝していた。

札幌駅で異常な混雑になったら身動きが出来なくなる

ことを恐れ、他の乗客に悪いが臭い大きな箱を出入ロに

引きずり出して札幌駅到着を待つ。駅に期待していた出

迎えの顔が見当たらない。引きずることが出来た箱もス

テップに下ろすことが出来ない。万事窮したとき乗客の

一人が手伝ってくれて窮地を脱する。この人に御礼の意

味をこめてコウノトリの箱をのぞいてもらっている間も

仲間が見えず、次なる運搬手段が気になる。

とやかくするうちに待つ場所を間違えたとかで係の全

員が動物園のK課長とともに駆け付け、教育庁の天然記

念物担当係も顔を見せる。こうなればもう出番はないの

だが動物園までついて行き、生餌のドジョウを食うのを

写真に写してから引きあげた。

係全員と揃って円山公園脇の小さな喫茶店でコーヒー

を飲む。うまいコーヒーだと思いながら窓外を眺めると

12月28日の一日は既に暮れなずんでいた。これが木当の

御用仕舞というものかとその時しみじみ思っていた。

礼文島のコウノトリはその後多摩動物園に移り、中国

産のメスと同じケージに入っているが、昭和51年の春に

訪れたときはまだカップルになっていなかった。

◇再　　　会

昭和51年9月26日に本当に野生のコウノトリと30数年

ぶりで再会した。新篠津村北6号地先の石狩川堤外地の

土取跡の水たまりにカモが沢山来ていた。10月1日の狩

猟解禁を前に下見にやって来たハンターのためカモの群

れは飛び立った直後で、本来ならば場所を替えるのだが

なんとなく虫が知らせたのか、鳥の姿が全くない水面に

近い木の陰に隠れた。

しばらく待っている間にカモの群れが帰って来始め

た。頭上を低空で素早く飛び抜けていくマガモ、キルガ

モ、コガモはいきなり水面に飛び降りボシャッ、ボシャ

ッと水音をたてる。マガモ、カルガモが降り始めると水

音は一段と高くなり、なんとなく周囲が騒然となる。

そのうち水面から飛び立てないカルガモをl羽みつけ

た。いわゆる羽抜けというのだろう、風切羽が生えそろ

わず、元気良く水面を走り廻るが、仲間と一緒に飛び上

がることはできない。なんともかわいそうだがどうにも

なるものではない。

カモ達が落ち着いてから、上空を飛び去るカケスやア

オサギを見送っているうちに、石狩川の上流側からちょ

っと変わった鳥がやって来るのが目についた。アオサギ

にしては変だと思っているうちにこの鳥はコウノトリの

姿になった。羽ばたきほゆるやかだが青空をバックに流

れるように下流側に姿を消してしまった。

たしかにコウノトリだったと思い出しながらほんのし

ばらく待っているうちに、この鳥は下流側から姿を現

し、上空を数回旋回し、最初姿を見せた上流方向に飛び

去っていった。時間にしたら前後を通算しても1分足ら

ずのものだったに違いないが、秋空をバックに翼を広げ

た白と黒のコントラストが見事な大きな鳥が見せてくれ

た、なんとも表現しようのない美しきは、忘れることが

出来ない強烈な印象を残していた。

〔附記〕嗜打ち　コウノトリは声帯を持たないといわ

れており、そのため音声によらずクチバシをカタカタと

打ち鳴らして意志を伝達する。この音と大げさな身振り

で愛情表現のためのディスプレイもやっている。

人工増殖　福井県、兵庫県に生息していた留鳥のコウノ

トリが事実上絶滅した現在、豊岡市と多摩動物園で人工

増殖が試みられている。豊岡市には兵庫県にいたものの

最後の生き残りの1羽も仲間に入っている。多摩動物園

には、中国産のオスとメスに、沖縄産のメス、本道の礼

文島産のオスがそれぞれ組み合わされ、1組ずつ別々の

ケージに入

れられてい

る。この4

羽の中では

礼文島のオ

スが最も大

きく立派な

体をしてい

たが、繁殖

行動に入る

気配は見せ

ていなかっ

た。

（おあり）
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★初認の報告に添えて　　　　　　　　　門崎和子

皆様、お元気ですか。明日からは早くも4月です。今

年は一段と雪が多く、雪解けも遅れるのでほと思いまし

が、思ったより早く、南の面はほとんど解けて北側のみ

の残雪となりました。近くの林では、聞こえて来る鳥の

声も多くなって来ました。昨日（30日）、団地内の緑陽

公園でヒバリを見つけました。又、ヤマゲラの声と姿も

白樺の木に見ました。では失礼致します。　（5．31）

雨の目が続いて居りましたが、今日（22日）はやっと

初夏らしい良い日でした。皆様にはお変わり御座居ませ

んか。こちらに引越して来てからは近くの公園を一人で

鳥を見て歩いています。　　　　　　　　　（5．22）

（札幌郡広島町線陽町2丁目1の1り

★さびしい巣立ち　　　　　　　　　　　　山田良造

夏鳥たちの巣立ちのころですが、野鳥だよりを皆様の

努力で楽しく読ませてもらっています。旭川は7月2日

オオアカゲラ、7月6日クマゲラ、ヤマゲラ、7月13日

にはハイタカが巣立ちし、又来年を楽しみにしています

が、付き合ってきた鳥たちだけに淋しい思いです。残っ

ているのほショウドゥツバメだけです。　　（7．15）

（旭川市春光町2区3粂　道警AP）

★私のフィールド　　　　　　　　　　　　三浦二郎

札幌あたりは日照つづきの由ですが、暑さに加えての

つい先日までのマイク騒音に悩まされたことと拝察、当

方天然クーラーききすぎて、野鳥の噸りも心なしか例年

より元気がないようです。しかし今日は本当に久し振り

の青空、シマアオジ、コヨシキリ、それに夜の部のエソ

セン、シマセンまで加わって窓からにぎやかな声がとび

込んでおります。

お申し付けの原稿ですが、オオハクチョウでは時季は

ずれですし、野付半島のアカアシシギはもう少しデータ

がほしいところですので原野部の毎朝の観察をまとめて

このようなものにしました。これ程の生息密度のフィー

ルドほ、最近の開発でどこでもそうざらにはないだろう

と思い上がってのものですが…‥。

環境についての説明は省略しましたが、自宅から出発

して0．5km位は荒蕪地で、ヨモギとヨシの優占する所

で、カラマツの中径風衝木が中央に4本ばかりかたまっ

ているだけです。シマアオジ、ヒバリ、ノピタキが目立

ちオオジシギも多い所です。荒蕪地がきれるとカラマツ

の10年生位の植林地があり、それに続いてミズナラーヤ

チハンノキの林地があって浄水場でlh地点です。森林

性の鳥がかなり出現します。そこを過ぎると2km地点に

ある農家の牧草地が右手に拡がり、左手はずっとミズナ

ラーシラカンパーミヤマコザサの林地がつづき、草原性

と森林性の両方の鳥が見られ蜜すが、案外生息密度は高

くありません。農家の所で2km地点で、昨年はそこまで

で折り返していたのですが、今年は牧草畑をすぎた保安

林があり、そこはすはらしいフィールドです。結構大径

木もあり、ほとんど原生林に近い林相で、生息鳥類の種

額もくいっと増えます。ケラ類は4種類がほぼそろいま

す。ただ渓流でないので、コマ、コルリ、オオルリが出

ないのは残念です。また常緑針葉樹がないのでウソ、ヤ

マガラ、ルリピタキが出ないだけです。記録に出ている

ウソは偶然出現したもので1日だけです。メジロについ

ては原稿にも書きましたが、野付小学校の中庭にあるチ

シマザクラの花の蜜を吸いにきたもので、農家の人の話

では自分の家の木にもきているということでしたので、

加えた次第です。昨年観察できて今年出現しなかったの

は、ホオジロ、ツバメ、コシアカツバメです。フクロウ

の死体がありましたが、夜の観察はやっておりませんの

で、当然いると思いますが除いてあります。

ということで、本当に間に合わせのような原稿で恐縮

ですが、使えましたらよろしく。なお根室地方の鳥相全　）

般については高田勝氏に執筆してもらうようお願いしま

す。　　　　　（7．12　別海町尾岱沼潮見町203）

（本号トップの原稿とともに編集部あていただいた手

紙を了解を得て掲載させていただきました）

★クッタラ湖のコノハズク　　　　　　　伊藤正清

野鳥愛護会の皆様方お元気ですか。私は室蘭で一人で

探鳥をして、自分なりに観察しております。昨年6月中

ごろ、クッタラ湖周辺においてコノハズクの巣を発見、

木の周囲1．5mくやらいで、巣の穴は30～50C郡ぐらいあり

ました。ヒナは3羽いました。詳しく知りたい方おりま

したら連絡下さい。

（2．25　室蘭市みゆき町3－2－9みゆき荘）

－　6　－
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次の通り野鳥愛護会主催の

探鳥会を開催します。知り合

いの方など誘い合わせの上、

多数の参加をお願いします。

く野幌探鳥会〉

◇とき　昭和52年10月23日

（日）

◇集合　国鉄バス「北海道女子短大前」停留所に午前

9時までに集合。

◇内容　カラ類やキツツキ類などの留鳥のほかに、ツ

グミなどの冬鳥が見られます。紅葉のきれい

な時季です。

〈ウトナイ潮探鳥会〉

◇とき　昭和52年11月20日（日）

◇集合　午前10時までにウトナイ観光ホテル前湖畔に

集合（中央バス・ウトナイ停留所下車）

◇内容　ガン、カモ、ハウチョウ類が見られます。探

鳥会には、昼食、観察用具、雨具等を持参し

て下さい。水辺の観察ですのでゴム長靴を着

用して下さい。

なお、雨天の場合は中止します。

く小樽港探鳥会〉

◇とき　昭和52年12月11日（日）10：00～14：00

◇・集合　国鉄「小樽駅」待合室に午前10時までに集合。

◇内容　小樽港第3埠頭から船に乗り、小樽港内を探

鳥します。オオセグロカモメ、カモメ、クロ

ガモ、ホオジロガモ、コオリガモ、シノリガ

モなどが見られます。昨年は、オオハム、ウ

ミスズメ、マダラウミスズメ、ケイマフリな

どが見られました。

◇参加費　200円

◇持ち物　観察用具、昼食（近くに食堂があります）

◇共　催　日本野鳥の会小樽支部

◇その他　防寒の用意を十分にしてください。昼食

は室内でとります。

く藤の沢探鳥会〉

◇とき　昭和53年1月29日（日）10：00～14：00

◇ところ　札幌市南区藤野2区　、、白鳥園、、

電話011（581）8317

◇内容　札幌の郊外、、藤の沢小鳥の村、、の小沢広記

村長さん宅の給餌施設に集まる野鳥を観察

します。アカゲラ、ヤマゲラ、シジュウカ

ラ、カケス、ヒヨドリ、ツグミなどが見られ

ます。暖房つきの室内から観察しますの

で、家族向きです。

◇交通　定鉄バス完山渓線「藤の沢」停留所で下草

し、白鳥園まで徒歩15分くらい。所要時間

は札幌駅前から藤の沢まで40分くらい。合

計約1時間。

◇持ち物　昼食、観察用具など。

◇参加費　200円

◇その他　雪が降っても行います。昼食時にみそ汁

を用意します。室内からの観察ですが、足

まわりはゴム長靴が何かと便利です。

く連絡先〉　札幌市中央区北4西5（林業会館）

北海道国土緑化推進委員会内　北海道野鳥愛護会

（電水卜痴022）

く野幌私設探鳥会〉

◇とき　9月25日、10月30日、11月13日、12月4日

（いずれも日曜日）

◇集合　国鉄バス「北海道女子短大前」停留所に午

前7時10分までに集合。札幌市内から参加

される方は、札幌駅前から6時35分発江別

行き国鉄バスを利用すると便利です。

〔幹事〕羽田恭子（電611－0063）

柳沢信雄（電851－6364）

日本鳥類目録第5版には、次の2種について、北海　ノ　羽田恭子

道の記録がないので発表し

ます。

●コアオアシシギ（成鳥

1羽、77．7．29　ウトナイ

湖畔）〔観察者〕柳沢紀夫

筒井真　後藤基之　桝中律

羽田恭子
羽　田　恭子

コアオアシシギにしても

コアジサシにしても、今ま

でに、見たという話は聞い

ているのですが、正式な記

録として残っていません。

鳥類目録に北海道の記録が

なくて、観察したものにつ

●コアジサシ（成鳥1羽、幼鳥1羽、77．7．30、鵡　　　いては、せめて仲間うちの野鳥だよりに発表しあい

川河口）〔観察者〕柳沢紀夫　落部泰子　柳沢千代子〆　　ませんか。　　　（札幌市中央区円山西町491）

Hl皿Illll日日川Ill‖lllll日日日日川日日日日‖川l‖l川Ill川IllH川IlH川IlHm日日日日lHlMIHIll日日llll川IlllH川IlH‖lll日日＝ml日日Illl‖lll日日MHlmlmllllMMH‖l
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ト位置　石狩町石狩川河口左岸及び日本海側一帯

卜交通　中央バスターミナル（札幌市中央区大通東1

丁目）発、石狩行き、終点下車。バス賃片道280円、所

要時間1時間。

ト探鳥地　（主としてシギ、チドリの場合）バス停か

ら灯台まで歩き（約20分）石狩川左岸に沿って干潟ので

る所までもどる（図④）。干潟は広いときで川幅の半分く

らいまで出るが（干満の時刻を調べていくとよい）、出

ていない時は、途中ハマナスの生えている砂丘を横切り

（図㊥）、日本海側の波打ちぎわを見る（図0）。

ト見られる鳥く干潟〉メダイチドリ　イソシギ　ハマ

シギトウネン　シロチドリ　アオアシシギ　オオソリ

ハシシギ　オバシギ　ソリハシシギ　キリアイ　サルハ

マシギ　オグロシギ　ツルシギ　チュウシャクシギ　ホ

ウロクシギ　キアシシギ　へラシギ　ェリマキシギ　タ

シギなど

くその他〉　ヒバリ　ハクセキレイ　ムクドリ　カワラ

ヒワ　コヨシキリ　ノピタキ　オオジュリン　ホオアカ

モズ　ツバメ　カルガモ　マガモ　コガモ　ウミアイサ

ホオジロガモ　ウミウ　クロガモ　ユリカモメ　アジサ

シ　ウミネコ　オオセグロカモメ　カモメなど

これらの鳥は、季節によって種類、数の多少も違うの

で行ってみてのおたのしみ。

く珍鳥の記録〉ハジロクロハラアジサシ（46．5．23）

カラシラサギ（47．6．27）カラフトアオアシシギ（47．6．

9）など

日本海側は干満の差が少なく、広い干潟も出ないので

鳥の数は多いとはいえないが、間近でじっくり見られる

利点はある。鳥が少ない時は、一つの種をよく見て、そ

の行動や飛翔時のパターン、声などを覚えるとよい。

シギ、チドリは、春は4、5月、秋は8、9、10月。冬

季（12、1、2、3月）は、道も除雪されていないし、

日本海側の風雪はすごいのでおすすめしない。もっとも

オジロワシ、オオワシ、ペニヒワ等にあえる幸運もない

わけではないが。

ト地図．5万分の1石狩、2．5万分の1石狩　　　　　1－／

ト参考　野鳥だより4号、7号、8号、11号、13号

（羽田恭子）

鵡川河口
ト位置　鵡川町鵡川河口部一帯

■交通　国鉄日高本線「鵡川駅」下車（札幌からほ急

行で1時間半、急行料金込み往復2800円）

ト探鳥地　鵡川駅から駅前通りを真っすぐに進み、鵡

川厚生病院前を左折すると間もなく鵡川町役場に出ま

す。役場から右折し、右手にグラウンドを見ながら進む

と、すぐ国道235号線に出ます。道路脇に鵡川牧場と書

かれた看板があり、この道を入って牧場を横切ると鵡川

河口の探鳥地です。観察の場となる河口近くの牧場には

独立高木が数本あり、そのそばには牧柵があるので、柵

に沿って行けば鵡川本流河口部に出ます。

鵡川駅から牧場入り口までほ徒歩15分くらいです。鵡　　　ノ

川駅から最も遠距離にあたる鵡川本流河口までは約3㌔　＼J

㍍、1時間はど要します。

シギ、チドリ類が渡来する干潟環境（鵡川河口干潟）

一　8　－
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ト見られる鳥　春から夏にかけて、シマアオジ、オオ

ジュリン、マキノセンこュウなど北海道を代表する草原

性の野鳥が見られますが、干潟環境の少ない北海道では

シギ、チドリ類の渡来地として重要な場所といえます。

シギ、チドリ類の観察適期は、春は4、5月（下旬こ

ろ個体数が多い）、秋は8～10月（9月の中ごろが種類

〔編集部から〕今号から毎回「探鳥地案内」を載せる

ことになりました。今回は時期を考えて干潟にしました

が、草原、森林など道内であればどこでも結構ですので

日■＝

ウトナイ湖

探鳥会

新　妻　　博

数が多い）ですが、種類によって渡来時期に

若干のズレがあります。

これまで30種を超えるシギ、チドリ類が記

録されていますが、一般的に見られるのは次

のような種類です。

シロチドリ　メダイチドリ　ムナグロ　ダ

イゼン　キョウジョシギ　トウネン　ハマシ

ギ　オバシギ　ミユビシギ　キリアイ　ツル

シギ　アオアシシギ　タカブシギ　キアシシ

ギ　イソシギ　ソリハシシギ　オグロシギ

オオソリハシシギなど

く比較的まれあるいはまれな鳥の記録〉ケ

リ（50．10．12）サルハマシギ　コオバシギ

へラシギ　コアオアシシギ　セイタカシギ

（聞．5．11、14、18）キンメフタロウ（49．5．

5）など

くその他〉マガモ、カルガモ、コガモ、ミ

コアイサ、ウミアイサなどのカモ類やハヤブ

サ、チゴハヤブサ、チュウヒなどのワシタカ

類などこれまで河口周辺で100種ほどの野鳥が記録され

ていますが、探鳥地としてほ、まだ歴史の浅い鵡川です

のでこれから何が見られるか楽しみな場所です。

ト地図　5万分の1鵡川、2．5万分の1鵡川

卜参考　野鳥だより第8号、19・20合併号、21号、22

号、23号、25号　　　　　　　　　　（梅本賢俊）

探鳥地として興味ある所を紹介して下さい。要領は今回

のものを参考にしていただければと思います。原稿を待

っております。

風が弱く、住い日和でした。しかし、やはり3月、冷

たい風が湖面を渡ります。プロミナーをのぞく顔がこわ

ばっています。与えられる餌を求めてオオハクチョウが

30羽あまり、湖畔のホテル監事場の前に集まってきてい

ました。別の群れがユースホステルの前の水面で餌を拾

っていましたが、上品な連中はずっと遠くの湖岸に残雪

のように着いていて、いい眺めでした。湖岸を巡って来

た若い男が、向こう岸にマガンがいますよ、と教えてく

れましたが、グラスを当てるとぜんぶヒシクイでした。

その数は500をくだらないと思われました。対岸の枯れ

アシ近くの水面にゴミみたいに群れているカモの仲間は

■t←‥●＝■●●●＝－1▲●＝●‥●＝←＝●‥●＝●‥■＝●‥●‥●tl■●●●■■●い●‥▼●●●■■●■I

オナガガモが主体。冷やかし半分、そし

てオオハクチョウのおこぼれをちょうだ

いしているのはヒドリガモ、ヨシガモな

ど。陸地はさすがに淋しい早春の景です

が、ヒバリがいくつも湖上を低く渡って

行くのが見えました。やはり春なのです。

ハクセキレイ、カワラヒワなどを初認の

会員も多かったようです。この日のハイライトはツルシ

ギです。赤い脚がよく見えました。オオワシ成鳥が1羽、

オジロワシは幼鳥も含めて7羽、アオサギがもう来てい

ました。カモ額日程もいて、その識別の勉強には好都合

でした。参加17名、それにお子さん3人のオマケがつき

ました。オマケといえば、解散後にマガン、アメリカヒ

ドリ、ハシビロガモを見た人がいます。002Yのカラ

ーバンドを頚につけたコハクチョウもでて、あとからカ

メラをかついで馳けつけた白鳥の会の松井さんを喜ばせ

ました。

〔とき〕‾‾昭和52年3月27日10：00～13：00′し　▲
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〔記録された鳥〕　ヒシクイ　オオハクチョウ　コハ

クチョウ　ヒドリガモ　オナガガモ　マガモ　キンクロ

ハジロ　カルガモ　ホオジロガモ　ホシハジロ　コガモ

ヨシガモ　カワアイサ　ミコアイサ　ツルシギ　オオワ

シ　オジロワシ　チュウヒ　トビ　アオサギ　ハシボソ

ガラス　ハシブトガラス　スズメ　カワラヒワ　マヒワ

ヒバリ　シジュウカラ　ハクセキレイ　ヒヨドリ

（合計29種）

〔参加者〕　梅木質俊　小野寺敬子　川辺正由　巨野

寿衛吉　土田純一　新妻博　野々村菊　羽田恭子　萩

千賀　平井さち子　早瀬広司　野口正男　溝部泰子　村

田信義　村田謙子　村野紀雄・道子・森・原・千草

福移探鳥会

羽　田　恭　子

大通り市バスセンターからバスで30分。福移入り口で

下車。ここは札幌市の北北東、豊平川が石狩川に合流す

るあたり。探鳥路には、牧草地、堤防、河川敷、水田な

どが広がっています。「ここも札幌市なの」と質問がで

るほど静かな田園風景です。

朝方の大雨で、参加者は11人と少なかったのですが、遠

路、苫小牧からいらした苅谷さん、早来の宮崎さんを迎

えて、堤防に向かいました。途中、ノピタキの幼鳥連れ

の一家を見たり、電線で嘲るホオアカを眺め、電柱にオ

オジシギのように止まるカッコウを見たり、モズやコヨ

シキリ、盛んに飛び交うショウドゥツバメを見ながら堤

防に上がりました。河川敷におりると、シマセンニュ

ウ、オオジュリン、アカモズ、ベニマシコ、アオジなど

が見られ、「この環境ならエゾセンニュウがいてもよい

はずだ」と誰かが言えば、「いますよ」とばかり、すぐ

足元でエゾセンニュウが鳴きだしたのにはびっく　り。

「ノゴマもいるはずだから、今の調子でノゴマもだして」

と欲張りましたが、これは聞こえなかったのか、つい

に声を聞かせてくれませんでした。堤防にそって歩き草

原に腰をおろして昼食にすると、アオサギはゆったりと

南へ進路をとり、チゴハヤブサはスピードをあげて北へ

向かい、イソシギの涼しげな声が聞こえ、フリュートを

思わせるシマアオジ、虫のようなマキノセンニュウ、ア

ジャバーのウズラの声を耳にしました。昼食後、アカモ

ズがポーズをとり、オオヨシキリが大声で騒ぎたてるな

かを、石狩川の川ふちまでおりると対岸の崖にショウド

ゥツバメの巣穴が無数にあいています。ざっと数えて

400以上はあります。さきほどから盛んに飛び交うショ

ウドゥは、ここがコロニーだったのです。巣穴に出入り

するショウドゥツバメの姿が見られ、川面すれすれに虫

を追っては、ひらひらと舞い上がる姿を十二分に見るこ

とができました。

この日歩いた距離は4㌔ばかり。牛がのんびりと草を

はみ、行き交う人も革も全くありません。我々だけのた

めにこの天地が広がっているような錯覚を覚えるほど、

のんびりした所です。この場所で草原の鳥を十分楽しめ

たのは、土手の護岸、ヤナギを主とした疎林、あちこち

に点在する小さな沼、これらがつくる自然が多くの鳥た

ちを見せてくれたのです。4丁目の雑踏からほ想像もで

きないような静寂さは、130万都市に残された貴重な財

産です。郊外に残る静寂の価値を考えさせられた一日で

もありました。

〔とき〕　52年7月3日　8：30～13：00

〔担当幹事〕　野口正男・羽田恭子

〔記録された鳥〕　カッコウ　カワラヒワ　ショウド

ゥツバメ　ムクドリ　スズメ　コヨシキリ　オオジシギ

ホオアカ　モズ　コムクドリ　ハシボソガラス　トビ

ノピタキ　キジバト　ヒバリ　チゴハヤブサ　シマセン

ニュウ　オオジュリン　ウズラ　ベニマシコ　アオジ

アカモズ　オオヨシキリ　ェゾセンニュウ　イソシギ

ハクセキレイ　シマアオジ　マキノセンニュウ　アオサ

ギ　キンタロハジロ　不明カモ8　　　　（合計31種）

〔参加者〕　梅木質俊　萩千賀　巨野寿衛曽　新妻博

柳沢信雄　宮崎政寛　苅谷昭道　蒋部泰子　山口信子

野口正男　羽田恭子

鵡川探鳥会

新　宮　康　生

＼ノノ

今年秋の最初の定例探鳥会は、8月28日（日）、シギ、

チドリの観察が目的の鵡川河口行であった。

鵡川駅集合が午前9時15分、札幌からの急行で降りた

った面々は9名、これに少し遅れて辛でついた3名が加　　）

わって、今日は総勢12名での探鳥会となった。

心配された天候もどうやら持ちそうで、夏休みあけの

久し振りの例会に一同双眼鏡やプロミナーを手に、次々

と牧場の柵を越えた。

風がほとんどないせいか、蚊やブヨ等の予期せぬ攻撃

にあったが、牧場入口で早くもムナグロを見つけ幸先の

よいスタートを切った。

快晴の探鳥会も気分がいいが、どういう訳か、余り天

気が良すぎるとかえって鳥影が少ないようで、今日くら

いの天候の方が多く見られるのではないかと、期待して

先へ進んだ。

牧場下の入江干潟でオバシギ、ムナグロ、ダイゼン等

を見ていると、グリーンとムラサキの美しいアオバトが

－10－



水を飲みに登場して、色彩をそえてくれたので一同大喜

び－一一。

更に入江西側にそって進むうちに、オグロシギ、サル

ハマシギ、アオアシシギ等も次々と見ることができた。

入江反対側に行くためにUターンして、浅瀬で東側の

牧場に渡り、鵡川河口の方へ進みながら30羽程のムナグ

ロの群を見た。

羽田幹事のお話では、以前は入江西側の先端の方が鳥

影は漬かったが、今年はこの東側から河口付近の方がよ

く見えるとの事であった。

苫東の開発工事や、沖合の石油探索、又釣人の増加等

の影響なのだろうか？

牧場の先端で昼食をとっていたら霧雨が降って釆たが

大したことはなさそうなのでそのまま休憩と観察を続け

ているうちに降りやんだ。

1時半、ここで本日の鳥合わせをし45種を確認して、

J　　来た道を引き返した。

最近の探鳥会は今日のも含めて比較的人数も少なく、

又新しい人達が見られないのは、何となく淋しい気がす

る。初心者が気軽に参加出来る雰囲気や指導等二場所の

選定も含めて探鳥会のあり方を再考する時に来ているの

かも知れないと思った。

〔とき〕　52年8月28日（日）9．30～14．00　曇

〔担当幹事〕　羽田恭子・新宮康生

〔記録された鳥〕　ムナグロ　ダイゼン　コテドリ

シロチドリ　メダイチドリ　キョウジョシギ　トウネン

ヒバリシギ　ウズラシギ　ハマシギ　サルハマシギ　オ

バシギ　キリアイ　アオアシシギ　キアシシギ　イソシ

ギ　ソリハシシギ　オグロシギ　タカブシギ　オオソリ

ハシシギ　アジサシ　ユリカモメ　ウミネコ　シマアジ

カモ（不明）　アオサギ　アオバト　キジバト　アカモ

ズ　モズ　カッコウ　ハクセキレイ　ヒバリ　ホオアカ

シメ　カワラヒワ　オオジュリン　シマセンこュウ　シ

ョウドゥツバメ　コサメピタキ　ムクドリ　トビ　チュ

ウヒ　ハシボソガラス　スズメ（合計45種）

〔参加者〕　巨野寿衛青　森拓人　萩千賀　梅木賢俊

野村梧郎　柳沢千代子　野々村菊　早瀬広司　早瀬富

羽田恭子　新宮八枝　新宮康生

◆野鳥の本出版　本会副会

長の井上元則氏と土屋文男氏

が相次いで野鳥に関する本を

出されました。

北海道の自然1「野鳥」

（井上元則著、北海道新聞社

980円）クマゲラ、エゾライ

チョウなど北海道に住む鳥たちについて、1種煩ずつ

i読物風にまとめられており、楽しく読める本です。

原色生態図鑑「北海道の野鳥」（井上元則著、北海

i　タイムス社1500円）比較的目に触れやすい187種に

！ついて、写真とともに生態、分布、形態の説明があり

i野鳥観察入門書として必携です。
＼　l　北の鳥南の鳥（土屋文男著700円）「野鳥」「動物

－　ミ文学」などの雑誌に掲載されたものから選んで、豆本

いこまとめたもので、豊富な知識と経験がにじみ出てい

る本です。

l　◆第1回野鳥分布調査について　28号鳥民便りでお

知らせしました通り、当会では企画部と編集部合同で

i　道内各地の会員の方約200人に調査員を委嘱し、今年

：度を第1回とし初認記録12種、分布図作成4種につい
i　て調査しました。その結果71人の方から報告をいただ

！きました。現在集計中で、早ければ50号で分析・結果
I

i報告ができると思いますが、報告がまだの方、いまか

！らでも結構ですのでお送り下さい。また今後毎年、調

ミ査を実施致しますので、釆年以降調査員を引き受けて

ミ下さる方は早目に連絡下さい。特に北見・紋別地方、

：署寄・士別地放本会会員がおらず、空自部分になっ

ております。野鳥に興味をもっておられる方、観察さ

れている方等ご存知の方は連絡下されば大変ありがた

いのですが。以上、会員の皆様のご協力を切にお願い

致します。

◆おわび　28号11ページ左段、決算報告中、収入額

が789，248円となっておりますが、489，248円の誤り

です。慎んでおわびし、訂正致します。

◆原稿・写真・カットをお送り下さい　原稿が少な

く編集部では困っています。随筆、観察記録などなん

でも結構です。どんどんお寄せ下さい。又、今号から

皆さんから送られてくる手紙・はがきでつくる「さえ

ずり」のページを設けました。この「さえずり」のカ

ットと手紙、はがきをどんどんお寄せ下さい。「野鳥

だより」が会員の皆さんによって守り立てられていく

よう願っております。　　　　　　　　　（編集部）

◆イギリス野鳥研究所視察とデンマークの旅へニー

持しませんか　日本白鳥の会副会長である松井繁氏の

呼びかけでイギリスの野鳥視察ツアーが企画されまし

た。日時は昭和52年12月25日（日）～53年1月4日（水）

の11日間。費用は25人以上まとまりますと39万円で、

現在19人はどの申し込みがあります。主な日程として

スリムブリッジ野鳥研究所などの視察のほか自由行動

日が比較的多く組まれているため、今までの野鳥ツア

ーとは違ってゆっくり探鳥が楽しめます。詳しくは小

川巌（札幌市北区北9西9　北大農学部応用動物学教室

電話711－7611内線2491）までお問い合わせ下さ

い。
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自 照　の　と　き

〔編〕〔集〕〔後〕〔記〕

★けたたましい「ヨタカ」の鳴き声を夏の風物詩の

ように聞いたのもつかの間、くさむらに秋のムシがに

ぎやかな頃になりました。私に「鳥の世界」を教えて

くれた溝部さんが東京に行かれます。どうぞいつまで

もお元気で。　　　　　　　　　　　　　　（飯山）

★鳥が目立たない8月、退屈な8月がおわりいよい

よ9月。シギ、チドリをはじめとしてこれから冬鳥、旅

烏が渡来してきます。夏鳥の終認記録、冬鳥の初認記

録をおよせ下さい。レンジャク、イスカ、ペニヒワ、

今年の冬鳥の渡来はどうでしょうか。記録は一つ一つ

がささいでも、たまると非常に価値のあるものになり

ます。野鳥だよりを記録帳にするつもりで、身近な鳥

のニュースをおよせ下さい。　　　　　　　（藤巻）

★最近BTO（英国鳥類協会）から英国とアイルラン

ドの鳥類繁殖図が出版されました。101皿四方を一区画

として繁殖の有無が一目で分かるように示されており

全域では数千点に及ぶのにもかかわらず、全国を網羅

しているその組織力に驚かされる。本会も彼我の違い

は余り身こ大きいとはいえ、その第一歩を踏み始めた。

初認、終認記録、分布の記録を今後も引き続きよろ

しく。　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川）

★夜空に渡り鳥の声を聞く季節になりました。今年

の夏はいつになくユウウツでヒマな夏でした。家の近

くで初めてアカモズが営巣し、無事ヒナが巣立ったの

が唯一の収穫で、ここ数年（連続4年間）姿を見せ営巣

していたヤマセミが今年は姿を消しました。このヤマ

セミの夫婦は「′卜島の村」のガケで営巣し、毎年一羽

ずつヒナが巣立っていたのですが、今年はガケの下で

宅地造成が行われ、団地が出来てしまいました。4月

ウト　ナ　イ　吟行

頃には巣穴の下見に姿を見せていたのですが、ブルド
ーザーに威嚇されたのか、営巣をあきらめたようで

す。このガケはヤマセミの巣のそばにカワセミの巣も

あり、キセキレイも繁殖していました。小鳥の村の小

沢さんと一諸に大事に見守ってきたのですが、残念で

す。ガケの下の川で好んでとまっていた木も切られて

しまったので来年も期待できないでしょう。有名な

「小鳥の村」もこの有様で、周囲がどんどん開発され、

このままでは、小鳥の村の山も孤立してしまいそうで

す。何とかしなければと思っています。

最近、原稿の集まりが悪いようです。今回の発行で

も森編集長、頭を痛めていました。どんどん原稿をお

寄せ下さい。　　　　　　　　　　　　　　（小堀）

★5月末に札幌市西区の発寒川畔でフ化したイソシ

ギは、10日ほどたった6月中旬、すっかりたくましく

なり、近くを人が通るとかなりの勢いで走るほどに成

長していました。夏たけなわのころ、彼らの姿は探し

ずらくなりましたが、7月の末ころには日暮れて間も

ない空から、イソシギのどィリィリィ、ピィリィリィ

という涼しげな声が聞こえてきました。移動が始まっ

たのでしょう。そして今、あちこちの干潟ではシギ、

★ただ今、野鳥マップ作。の報告を整理し書誌箋

っ最中。協力していただいた調査員の皆様に感謝致し箋：

転《ゴ；Jもこも＝㈱≠こもダニ㈱どこ：ヒ＝仁も‥：【反＝＝ヾナ〆一二》－も≠一＼＝クー＼＝クエ）一＼≠＝ここ〆d一二も≠べピタ王＝二一七蝉こごこ髄二′キ＝二二：ここここ＝亡二：ここナウこ痛く由一‾一也少と声も≠こゴ＝i、ヒ亡

〔北海道野鳥愛護会事務局〕〒060札幌市中央区北4西5（林業会館）北海道国土線化推進委員会内
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